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1．経済の成熟がもたらすこと
　日本の経営者というのはとかく勉強熱心です。
　毎年さまざまな経営書が発売され、新しいビジ
ネス用語が次々と生まれては消えていきます。そ
んな数多くのビジネス用語のうち、昨年（2021 年）
大流行したのが「パーパス経営」という概念。メ 
ディアなどでも散々取り上げられたので、おそら
く皆さんもどこかでお聞きになったことがあるで
しょう。
　さて、こうした考えが始まったのには一定の背
景があります。
　それは、経済が成熟するにつれ、人々の関心や
社会的な重要性が大衆の “ウォンツ” に応えるこ
とから、社会問題を解決することに変わり、同時
に経営における成長の原動力やトラクションが 
“自社の社会的存在意義” そのものに変わってきた
からです。

　簡単にいうと、今まで商売と社会貢献はまった
く別物と思われてきましたが、現代は社会貢献自
体がビジネスを成長させる力になる時代になった
のだ、ということなのです。この辺りは別のパワー
ワードである SDGs にも近いものを感じますが、
背景としては共通のものがあると考えてもよいか
もしれません。
　さて、パーパス経営という流行語はとりあえず
置いておいて、社会的な存在価値を重視している
企業であるかどうかは、その会社のビジョンをみ
るとよくわかるといわれています。例えば、日本
企業によくあるのは、〇〇を通じてお客様の幸せ
に貢献する企業になる、といった感じのビジョン
です。これはこれで素晴らしいのですが、パーパ
スの主語はあくまで “自社” ではなく “社会” です。
そして、それが実際の行動規範＝バリューと直結
していることが大事なのです。
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1  ‌�iPhone、iPod は Apple Inc. の登録商標です。
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2．iPhoneをめぐる命題
　その一例として、ちまたでよくいわれる命題を
一つ挙げましょう。それは、「なぜ日本企業は
iPhone を作れなかったのか？」です。このお題は、
経済誌などで日本企業批判、GAFA バンザイ的な
文脈で出てくることがよくあります。
　ちなみに、この問いに対する私の答えはこれで
す。「Apple だけが、最初から iPhone を作ろうと
していたから。」
　いやいや、いくらなんでもそんな単純な話じゃ
ないでしょ、と言いたくなると思いますし、もち
ろんそれがすべてではありません。しかし、そこ
に iPhone の成功につながるビジョンとバリューが
あったのだとしたらどうでしょうか。

3．コンピューターとは？から始まった
　1990 年ころ、Apple の創始者スティーブ・ジョ
ブズは、コンピューターを「Wheel for the Mind」
と定義しました。日本語では“知的自転車”とか“知
性を拡張するための自転車” と訳されています。
つまり、ジョブズは、人間が自転車によって行動
範囲が大きく広がったのと同様、人間自身の知性
を拡張する道具がコンピューターだと言ったので
す。ちなみに、このとき電車や自動車ではなく、 
“自転車” と言ったことがミソです。ジョブズに 
とって、コンピューターとはあたかも自転車のよ
うに一般の人たちが自分自身で所有し、毎日普通
に気軽に使えるものになって、初めて知性を拡張
する道具になるものだったのです。
　この言葉は当時、時代を象徴する予言として世
界的な反響を呼びました。そして、多くの人たち
が誰でも気軽に使えるコンピューターの実現を目
指したのです。

4．�コンピューターの試行錯誤から	
iPod誕生へ

　しかし、結論からいえば、その試みはほとんど
すべてが失敗してしまいます。
　最初、その入り口はどの家庭にも必ずある TV
にあると考えられていました。そして、TV につな
げるコンピューターがたくさんリリースされたの
ですが、なにせネットもない時代、しかも当時の
TV は解像度が非常に低いため文字をまともに表
示することさえできず、当然全滅しました。
　次に有望だったのが、ゲームです。あのファミ
コンの正式名称が“ファミリーコンピュータ2”だっ
たことからもわかるとおり、誰もがこの路線を目
指したのです。
　しかし、当たり前ですが、人々がやりたいこと
は娯楽であって、知性の拡張などではまったくな
かったので、結局ことごとく大失敗しました。
　このように、すべての試みが散々な大失敗に終
わり、誰もがコンピューターとはオフィスで仕事
に使うものと思うようになったとき、ジョブズは
まったく新しい突破口を見出したのです。それは
携帯音楽プレーヤー（ウォークマン3）でした。ジョ
ブズは、誰もが毎日気軽に身に着け、音楽を通じ
て感性を拡大する機器である携帯音楽プレーヤー
こそが、実は知的自転車の本当の入り口だと気が
つきました。
　こうして、2001 年にハードディスク搭載の携帯
音楽プレーヤー iPod が発売されたのです。この
iPod こそが、まさに現在の iPhone の直接の原型
に当たる製品だといえるでしょう。

5．iPodから iPhoneへ
　当時はソニーの全盛時代でした。ですから、多
くの人たちはソニーが儲かっているのをみて、アッ
プルが新規に参入してきた、くらいにしか思って

2  ‌�ファミリーコンピュータは任天堂株式会社の登録商標です。
3  ‌�ウォークマンはソニー株式会社の登録商標です。
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いませんでした。
　しかし、実際にはそうではなく、ジョブズは、
携帯プレーヤーに CPU とハードディスクを載せ
ることで、“毎日身に着けるコンピューターになる”
ということに気がついていたといわれています。
　そして、その延長線上にある iPhone とは、携帯
電話ではなく、単に携帯電話の皮を被った “誰も
が身に着けて、毎日使うコンピューター” だとい
うことなのです。

6．アップルという会社の “バリュー”
　この話で、もちろんテクノロジーの歴史を語り
たいわけではありません。大事なのは、ジョブズ
が最初から “アップルとは、人々にコンピューター
による知的拡張を提供する会社” だとその “バ
リュー” を規定していたことです。
　ですから、アップルは受託開発会社にもならな
ければ、業務用システムを作る Sier にもなりませ
んでした。それはアップルの “創業のバリュー”

に反することだったからです。ちなみに、創業当
時のアップルのビジョンは「Changing the world, 
one person at a time.（世界を変える、1 人ずつ）」
です。
　では、どうやって変えるのか？　そうです、“す
べての人” に Wheel for the Mind を提供すること
によって、です。つまり、アップルは最初から社
会を主語にしたパーパス的なビジョンを持ち、そ
れを実際に反映したバリューに従って動いてきた
会社だといえるかもしれません。
　そして、時代は変わり経営者は変わっても、そ
れがアップルの遺伝子として受け継がれてきたの
でしょう。
　結局、企業も人間と同様に「三つ子の魂百まで」
で、最初に描いたビジョンとバリューでその会社
の未来はある程度決まってしまうと考えると、一
見空疎なスローガンのようにもみえるビジョンや
バリューの重要性が認識できるのではないでしょ
うか。

なぜ日本企業は iPhone を作れなかったのか？をパーパスから考える




